
 

令和８年度  平岸西小学校「学ぶ力」育成プログラム 
自ら課題を見付け、自ら学び、自ら問題を解決する資質・能力 

学校番号：25013 

 

実 

態 

「学ぶ力」 

成 果 課 題 

◇全国学力・学習状況調査の児童質問の結果より、「課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいた」など、学習に対して主体的に取り
組もうとする児童が多い実態がある。 

◇札幌市の共通指標より、「人の意見を聞いて、それを参考に自分の意見を

見直す」など、つなげて考える児童が増えてきている。 

◇学年が上がるにつれて、「思っていることや意見を進んで伝える」「間違
いや失敗を怖がらず苦手なことにも挑戦する」などの積極的な児童が減少
していることが、札幌市の共通指標や学校独自のアンケートから分かる。 

◇札幌市の共通指標より、「自分で計画を立てて勉強する」力に課題が見

え、自ら行動に移す姿を伸ばしていきたい。 

「学ぶ力」の基盤〈協働を通して磨く  相互承認の感度 〉の現状と課題 

◇札幌市の共通指標や児童アンケートより、「自分や友達のよいところを見付けて、仲よく協力して活動する」よさを感じている児童が増えてきている。

半面、「自分が必要とされている」と感じる児童が全体的に少なく、自己存在感の感受が十分でないことがうかがえる。他者だけではなく自分自身の存

在を肯定的に捉える姿を育むために、適切な場面とタイミングでの価値付けや、定期的に自分を見直す場を設定することを続けていく必要がある。 

「学ぶ力」の育成のために着目する資質・能力 

自ら学び、つなげて考える力 

取 

組 

課題探究的な学習の推進 に向けて 自治的な活動の充実 に向けて 

（１）授業構築の視点 
「自ら学ぶ」姿を生む教材化の工夫 
→問題意識を醸成するための、資料や情報活用の工夫 
→ねらいに迫る問いの吟味、個別最適な学びの場の設定 
→見方や考え方を積み重ねる単元構成と活動目的の吟味 

「自ら学ぶ」子どもを支える教師の関わり 
→交流（協働的な学び）の目的と形態の吟味 
→正誤ではなく、プロセス（挑戦や過程）に着目できるようにする発問 

（２）学校の授業と「家庭での学習」との効果的な組合せ 

①学びの基盤づくり 
・「あこがれ」「思いやり」につながる異学年交流の充実 
  →自己存在感の感受、共感的な人間関係の育成 
・自己を振り返り「なりたい自分」を見据える場の設定 

      ②自分たちで作り出す活動と委ねる場の設定 
        ・自主性を大切にした委員会活動（小中一貫 Gと連携） 

・満足感や達成感が得られる学年での活動、行事 
・他者（異学年・家庭・地域）への発信の場の保障 

 

「学ぶ力」の育成の一層の充実を図る ICTの活用について 

◇主に（１）について、協働的な学びを促進するための手だての一つとして、端末を自己選択しながら活用できるようにする。また、自分の考えや学びの足

跡、自己評価などをデータで記録したりすることで、 学びの実感や次への意欲を喚起できるようにする。  

◇主に②に関わって、サミットメンバーで（各委員会の委員長）クラスルームを活用しながら常に情報を共有できる環境を整え、協働の意識を高める。 

＜本プログラムの実行に向けて＞ 

新年度 
◇本プログラムの共有 
  ・職員会議（４/６） 
  ・学校説明会（６/26、27） 
  ・パートナー校間会議 

〔一人一人の教職員〕 

◇日常の授業・教育活動 

◇各自の研修…札教研、年次研修 

〔学校全体〕 
◇実践交流/校内研修 ⇒ 全員授業公開 
◇子どもたちの育ちを共有 

 ・学年研修、調整委員会、パートナー校 

次年度へ 
◇学校評価 
◇成果と課題の共有 
  ・研究全体会(3月) 

 


